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※事務局記入欄 

№ 14 

【様式２】 

エントリー学校名： 
宮崎県高原町立後川内小学校 

活動名： 
めざせ！よりよい授業 
生み出せ！教材研究・準備の時間 

解決すべき課題︓ 

◯小規模校で職員の校務分掌や業務が多く、教材研究や授業の準備時間の確保が課題である。 
◯働き方改革、学力向上、新型コロナウイルス感染症の影響など、限られた職員数と勤務時間、先の見通せ
ない状況の中、解決すべき多くの課題があり、考えることなく業務を進める傾向がある。 
目標・方針： 
【業務の改善と精選】 業務を精選・改善し、教材研究や授業準備の時間を生み出す。 
【課題の重点化と主体的な取組】対話を通して学校経営ビジョンの重点目標の設定、職員への意識付け、主
体的な取組を促し、課題を解決していく。 
【授業改善】学力向上に向けて、主題研究を柱に視点に基づいた取組を継続し、よりよい授業をめざす。 
活動内容︓ 

【業務の改善と精選】①午前５時間制への移行（高原町教育委員会の指針）→放課後の時間確保②定
例の家庭訪問は居住地把握を目的に条件付きの保護者希望制→時間短縮 
【課題の重点化と主体的な取組】①重点目標設定時の状況把握、各職員の目標設定・中間ミーティングで
の課題と成果の振り返り→課題の重点化、課題解決につながる目標・取組の設定と主体的な実践 
【授業改善】①主題研究を柱に授業改善の視点を設定②主題研究と同じ視点で授業力向上月間（高原
町教育委員会の指針）における授業改善→日常の授業における継続した改善③ICT 活用研修の段階的
実施→ICT の効果的活用による授業充実と準備の効率化 
活動の成果︓ 
◯「午前５時間制」→放課後の教材研究や準備の時間増  「家庭訪問」→教員︓「可能な限りの対応が
できた。感染防止と時間短縮になった。」（以前と同じ学級担任の場合は保護者の希望制） 
◯重点目標設定(４月)・各自の目標設定(５月)・中間(７月)において、個別のミーティングを実施した。ミー
ティングでは各自が進捗状況や今後の手立てを述べるとともに、対策を立案し、提案する姿が見られる。 
◯主題研究で学力向上を図る授業の視点４つを設定し、研究授業（全職員１回）に加えて授業力向上
月間（全職員２回）の授業で、視点に応じた手立てを講じた【写真１】。これにより、継続して手立てやその
効果について協議し、改善に生かそうとする様子が見られる。ICT 研修は、1 回目は機器の基本的な活用、2
回目はシステムの活用の仕方で実施し、授業準備の効率化や授業の質の向上に生かされてきている。 
アピールポイント（アイディアや工夫）︓ 
◯職員のつぶやきで目的にもどって考え、改善することで、職員の業務改善と精選に対する意識が高まる。 
◯目標設定や振り返りのミーティングを通して、職員のよさを生かし、意欲を高めることができる。 
◯主題研究や研修で課題解決を図ることで、日常的に職員の学び合いや高め合いが生まれる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※① 家庭訪問の反省（教育課程の反省より）            ※④ 外部講師による ICT研修 
 
 
 
 
 
 

 

※②主体的な取組の一例                          ※③ 授業改善の４つの視点 
 重点目標「新しい生活習慣」の習慣付け」に向けた取組 

                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教材研究・授業準備の時間増  よりよい授業づくりへの意欲 

 【業務の改善と精選】 
事例 
〇午前 5時間制 
〇家庭訪問   ※① 
〇集会・班会等の精選 
〇学校行事の見直し
(学習発表会中止等) 
効果 
〇放課後の時間確保
〇時間短縮 
〇業務減 

 【授業改善】 
事例 
〇授業改善の視点設定 ※③ 
〇授業力向上月間の参観授業 
〇ICT活用研修     ※④ 
効果 
〇視点に基づいた授業改善の
継続 

〇ICT活用による授業準備の効
率化、授業の充実 

〇職員の日常的な学び合い 
 
 

【課題の重点化と主体的な取組】 
事例 
〇重点目標設定時の話合い 
（現状把握） 
〇各職員の目標設定時の話合い 
（期待すること、意識付け） 
〇中間ミーティングでの振り返り 
（取組の価値付けと改善） 
効果 
〇課題の重点化  
〇主体的な取組   ※② 

【児童の自己評価による実態把握と手立て】  

写真１【研究授業・参観授業の様子】  




